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日本版日本版CMMCMMの議論に関する経緯（１）の議論に関する経緯（１）

•• 「「ソフトウェア開発・調達プロセス改善協議会」ソフトウェア開発・調達プロセス改善協議会」

–– 政府調達及び日本版政府調達及び日本版CMMCMMに関する課題の抽出・基本的な方針策定に関する課題の抽出・基本的な方針策定

–– 座長：　東京工業大学　大山教授座長：　東京工業大学　大山教授

•• 第１回（第１回（2001/1/312001/1/31）：情報サービス業、政府調達に関わる問題を提示）：情報サービス業、政府調達に関わる問題を提示

•• 第２回（第２回（2001/2/222001/2/22）：ベンダー等ヒアリングによる問題点を論点として整理）：ベンダー等ヒアリングによる問題点を論点として整理

•• 第３回（第３回（2001/4/032001/4/03）：ベンダー等ヒアリングにより論点をさらに整理）：ベンダー等ヒアリングにより論点をさらに整理

•• 第４回（第４回（2001/5/232001/5/23）：中間整理（案））：中間整理（案）

•• 中間整理（案）に対するパブリック・コメント募集中間整理（案）に対するパブリック・コメント募集

–– 2 0 0 1 / 6 / 2 62 0 0 1 / 6 / 2 6～～200 1 / 7 / 1 62 0 0 1 / 7 / 1 6

•• 基本方針の策定基本方針の策定
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日本版日本版CMMCMMの議論に関する経緯（２）の議論に関する経緯（２）

•• 「「ソフトウェア開発・調達プロセス評価指標策定専門委員会」ソフトウェア開発・調達プロセス評価指標策定専門委員会」
–– 日本版日本版CMMCMMの策定、制度設計等について検討し、「ソフトウェア開発・調達プロセの策定、制度設計等について検討し、「ソフトウェア開発・調達プロセ
ス改善協議会」にその検討結果を報告すること。ス改善協議会」にその検討結果を報告すること。

–– 委員長：　慶應義塾大学　山本教授委員長：　慶應義塾大学　山本教授

第１回（2001/3/1）

•第２回協議会における論点メモを用いて事務局から問題意識を説明、その後討議。
•専門委員会の目的、日本版CMMの定義、評価指標の必要性等について議論。
•特に、日本版CMMとはISOに準拠するものであること、情報システムの品質改善には、
アセスメントだけでなく開発者の改善努力、調達側の努力の向上等が不可欠であると
の指摘があった。

第２回（2001/4/10）

•第３回協議会資料「日本におけるソフトウェア・プロセス評価・改善に向けて（論点）」を
用いて事務局から説明、その後討論。
•評価指標としてCMMIをそのまま採用し、導入ガイドラインを策定する方向で議論が推
移。評価指標を活用する際の問題点について、レッテル貼りにならない制度設計、プロ
ダクトの結果をフィードバックする仕組み、十分な経過期間の設定等について活発に議

論。また、WGの設定についても事務局から問題提起。

第３回（2001/4/26）

•前回に引き続き討議。CMMIをモデルとして選定すること、専門委員会の下に、モデル
WG、アセッサ・エバリュエータWG、導入ガイドラインWGを設立し、今後委員の割り振り
を行なうこと、個々のWGにおいてその後詳細な議論を行なうとともに、作業を進めてい
くことで合意。
•なお、モデルについては、早急に関係者（ソフトウェア技術者協会（SEA）及びカーネギー
メロン大学ソフトウェア工学研究所（CMU/SEI））との間で事務局が協議を行うことで合
意。
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SEASEA--CMMCMMグループ殿打合せグループ殿打合せ

•• 5/105/10
–– SEASEA--C MMCMMグループにおけるグループにおけるCMMICMMIの翻訳スケジュール等についての翻訳スケジュール等について

–– 今後の協力関係について今後の協力関係について

•• 5/285/28
–– 専門委員会事務局（専門委員会事務局（ METIMET I））ののCMU/SEICMU/SEIとのとのagreementagreementに関する打合せに関する打合せ

•• 6/196/19
–– 専門委員会事務局（専門委員会事務局（ METIMET I））からからCMU/SEICMU/SEI出張報告出張報告

–– 意見交換意見交換

•• SEASEA岸田事務局長殿から「アセスメントと岸田事務局長殿から「アセスメントとSPISPIの分離」「日本版の分離」「日本版SPISP Iセンター構センター構
想」に関する意見提示想」に関する意見提示
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CMU/SEICMU/SEI出張における出張におけるagreementagreement（（DRAFTDRAFT））

（（現在、オンラインで交渉中）現在、オンラインで交渉中）

•• CMM ICMM Iの参照モデル公式翻訳については、の参照モデル公式翻訳については、 SEASEA --CMMCMMグループ殿がグループ殿が
担当。担当。

•• 上記以外のドキュメント（アセスメント、トレーニング等に関するもの）上記以外のドキュメント（アセスメント、トレーニング等に関するもの）
の日本語化については、の日本語化については、 METIMETI が担当。が担当。
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SEASEA殿から寄せられているご意見の一例殿から寄せられているご意見の一例

•• CMM ICMM Iのアセスメントを政府調達に導入するのであれば（ムチ）、それのアセスメントを政府調達に導入するのであれば（ムチ）、それ
と同時にソフトウェア企業に対してと同時にソフトウェア企業に対してImprovementImprovement の知識、手法の提供の知識、手法の提供
等でサポートを行なう（アメ）を提供することが必要。等でサポートを行なう（アメ）を提供することが必要。

•• アセスメントそのものをやらないで、アセスメントそのものをやらないで、ImprovementImprovementをサポートするツーをサポートするツー
ル等を提供するセンターを作った方が良いのではないか。ル等を提供するセンターを作った方が良いのではないか。

•• 今やるべき施策は今やるべき施策はSPAS P Aではない。ではない。

•• ソフトウェア工学について論じるのであれば、国家百年の計とは言わソフトウェア工学について論じるのであれば、国家百年の計とは言わ
ないが、せめて今後１０年程度の取組みについては示して欲しい。ないが、せめて今後１０年程度の取組みについては示して欲しい。
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政府調達との関係政府調達との関係

•• 専門委員会での議論専門委員会での議論

–– CMMCMMのみを導入するのでは駄目。プロダクトののみを導入するのでは駄目。プロダクトのQCDQCD評価を併せて実施評価を併せて実施
し、制度の形骸化を防ぐこと。（レベル取得のみすれば良い、というのでし、制度の形骸化を防ぐこと。（レベル取得のみすれば良い、というので
は駄目）は駄目）

–– できればレベルは指定しない方が良い。できればレベルは指定しない方が良い。

•• 政府調達では、・・・政府調達では、・・・

–– CMMCMM等を利用した評価が可能であるポイントは、次の２つと考えられる。等を利用した評価が可能であるポイントは、次の２つと考えられる。
•• （１）　競争入札参加資格（１）　競争入札参加資格

•• （２）　競争入札における評価（２）　競争入札における評価

–– 専門委員会の検討を踏まえて導入案を作成。専門委員会の検討を踏まえて導入案を作成。
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今後の課題今後の課題

•• 市場への正確な情報の提供市場への正確な情報の提供

–– 政府調達、日本版政府調達、日本版CMMCMMに関するスケジュール及び検討内容に関するスケジュール及び検討内容

•• 基本方針等に向けたスケジュールの精査及び修正基本方針等に向けたスケジュールの精査及び修正

–– CMMICMMI--SE/SW/ IPPD/A SE/SW/ IPPD/A の日本語版完成のタイミングの日本語版完成のタイミング

–– SCAMPISCAMPIリードアセッサー育成制度に伴う制約条件の加味リードアセッサー育成制度に伴う制約条件の加味

–– エバリュエーター育成制度に伴う制約条件の加味エバリュエーター育成制度に伴う制約条件の加味

–– ｅｔｃ．ｅｔｃ．


